
市役所の組織が変わります
市長・市議会議員選挙
狂犬病予防集合注射
健康だより
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広
報
広
報

「チーバくんが早春の
南房総を満喫しました」

 
（道の駅とみうら枇

び わ

杷倶楽部）



2 2014年 3月号

　

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
運
営
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
行
政
組
織
の
一

部
を
変
更
し
ま
す
。

■
総
務
部

・ 

広
報
事
務
を「
企
画
部
情
報
推
進
課
」か

ら「
総
務
部
秘
書
課
」に
移
管
し
、
課
の

名
称
を「
秘
書
広
報
課
」に
変
更
し
ま

す
。

・ 「
財
政
課
」を「
行
革
財
政
課
」に
変
更
し

ま
す
。「
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
」は

廃
止
し
ま
す
。

■
商
工
観
光
部

・ 「
商
工
観
光
課
」を「
商
工
課
」に
変
更
し

ま
す
。
観
光
に
関
す
る
業
務
は
、
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
で
行
い
ま
す
。

■
水
道
局

・ 

水
道
部
の
名
称
を「
水
道
局
」に
変
更

し
、
水
道
課
は
廃
止
し
ま
す
。
業
務
内

容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
教
育
委
員
会

・ 

教
育
総
務
課
に「
施
設
整
備
室
」を
新
設

し
ま
す
。

・ 「
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
室
」

は
廃
止
し
ま
す
。

４月から市役所の組織が変わります

 【
主
な
変
更
点
】

部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容 事務室の場所

総　

務　

部

総務課 33ー1021 情報公開、個人情報保護、行政連絡員、交通災害共済、
行政組織、職員定数、職員採用 本庁別館１（２階）

秘書広報課 33ー1002 市長・副市長の秘書、儀式・表彰、市長出前講座、広報、
市長への手紙、行政相談 本庁本館（１階）

行革財政課 33ー1022 市の予算・決算、行政改革、公有財産の管理、公共工事の
入札・契約・検査 本庁別館１（２階）

企　

画　

部

企画政策課 33ー1001 総合計画、国際交流、過疎計画、交通政策
本庁別館１（１階）

市民協働課 33ー1005 市民との協働によるまちづくりの推進、男女共同参画

富浦協働推進室 33ー3411

各地域の市民との協働によるまちづくりの推進

とみうら元気倶楽部

富山協働推進室 57ー3000 富山地域センター

三芳協働推進室 36ー1185 三芳地域センター

白浜協働推進室 38ー3463 白浜地域センター

千倉協働推進室 44ー1113 朝夷行政センター

丸山協働推進室 46ー2388 丸山地域センター

和田協働推進室 47ー3427 和田地域センター

情報推進課 33ー1003 情報化の推進・管理、統計 本庁別館１（１階）

保
健
福
祉
部

社会福祉課 36ー1151
社会福祉、障害者福祉、生活保護、
児童手当、児童扶養手当、子ども医療費、
ひとり親家庭等医療費 三 芳 分 庁

健康支援課 36ー1152 保健衛生、各種検診、予防接種、高齢者福祉、介護保険

市
民
生
活
部

市民課 33ー1051 戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、人権啓発、 
富浦地域の福祉申請の受付 本庁本館（１階）

富山地域センター 57ー2511

戸籍および住民基本台帳に関する事務や各種証明の交付な
どの窓口業務、各種申請の受付事務、本庁との連絡調整

富山地域センター

三芳地域センター 36ー2111 三芳地域センター

白浜地域センター 38ー3111 白浜地域センター

丸山地域センター 46ー3111 丸山地域センター

和田地域センター 47ー3111 和田地域センター

組織体制と各部署の主な業務　　　　※太字は変更する部分です。
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部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容 事務室の場所

市
民
生
活
部

保険年金課 33ー1060 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金 本庁本館（１階）

税務課 33ー1023 市民税、固定資産税、軽自動車税、諸税、市税の収納、
滞納処分、口座振替、納税証明 本庁本館（１階）

消防防災課 33ー1052 消防、防災、防災行政無線、防犯対策、交通安全

農
林
水
産
部

農林水産課 33ー1071 農水産業・畜産・園芸の振興、林業普及、有害鳥獣対策、
土地改良、農業施設、林道、治山、漁港

本庁別館２（１階）
地域資源再生課 33ー1073 地産地消と資源循環による地域資源再生

農業支援室 28ー4595 農業振興法人に対する支援

商
工
観
光
部

商工課 33ー1092 商工振興、雇用創出、消費者行政

本庁別館１（２階）
観光プロモーション課 33ー1091 観光振興、観光施設などの維持管理、道の駅などの管理、

フィルムコミッション

建
設
環
境
部

建設課 33ー1101 道路 ･河川の整備、災害復旧

本庁別館２（２階）
管理課 33ー1102 道路占用 ･境界、建築確認、公営住宅、開発行為、国土

調査

環境保全課 33ー1053
一般廃棄物処理（清掃・し尿）、狂犬病予防、
不法投棄防止、浄化槽設置助成、環境基本計画、
生ごみ処理容器等購入助成、環境啓発

富山国保病院 58ー0301 内科、外科、呼吸器科、消化器科、肛門科、整形外科、 
リハビリテーション 富山国保病院

水道局 44ー4611 水道料金、開閉栓、水道に関する届出、メーター交換、
送配水、ダム管理、水質管理、漏水事故 朝夷行政センター

会計課 33ー1141 出納事務 本庁本館（１階）

教
育
委
員
会

教育総務課
46ー2961

教育委員会会議、学校給食　　　

丸山分庁（１階）

施設整備室 教育施設の整備

子ども教育課 46ー2966 児童・生徒の就学・管理、学習指導、学校運営、保育所、
学童保育、預かり保育、子育て支援センター

学校再編推進課 46ー2962 学校再編、教育委員会所管の施設再編

生涯学習課 46ー2963 社会教育の振興、公民館・図書館の管理運営、
スポーツの振興、スポーツ施設の管理運営

議会事務局 33ー1111 議会運営、請願・陳情の受付、議会だよりの発行 本庁本館（２階）

選挙管理委員会事務局 33ー1131 選挙の管理・執行・啓発、選挙人名簿の調製 本庁別館１（２階）
（ 総 務 課 内 ）

監査委員事務局 33ー1121 財務状況などの監査 本庁本館（２階）

農業委員会事務局 33ー1081 農地の権利移動・転用、農地の貸し借り、農業者年金 本庁別館２（１階）

固定資産評価審査委員会事務局 33ー1051 固定資産税額に関する不服申し立ての審査 本庁本館（１階）
（ 市 民 課 内 ）

朝夷行政センター 44ー1111
戸籍および住民基本台帳に関する事務や各種証明の交付
などの窓口業務、各種申請の受付事務、
本庁との連絡調整、船員法関係の市長が行う事務

朝夷行政センター
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こ
の
選
挙
は
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
く
れ
る
私
た
ち

の
代
表
者
を
直
接
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で

す
。

　

１
票
の
重
さ
を
自
覚
し
て
、
自
ら
の
意

思
で
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

　

当
日
、
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

告
示
日（
立
候
補
届
出
日
）

　

平
成
26
年
４
月
13
日（
日
）

投
票
日　

平
成
26
年
４
月
20
日（
日
）

投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
場
所　

27
投
票
所

年
齢　

平
成
６
年
４
月
21
日
以
前
に
生
ま

 
南
房
総
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

「
わ
す
れ
ず
に
　
み
ん
な
で
い
こ
う
よ
　
と
う
ひ
ょ
う
日
」

健
田
小
学
校
　
安や

す
だ田

知ち
ひ
ろ央

さ
ん
の
標
語

投
票
日
は
４
月
20
日（
日
）

投票時間
午前7時～午後8時

れ
た
人

住
所　

平
成
26
年
１
月
12
日
ま
で
に
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

※ 

た
だ
し
、
投
票（
当
日
投
票
ま
た
は
期

日
前
投
票
）す
る
ま
で
に
市
外
に
転
出

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

平
成
26
年
３
月
25
日
以
後
に
市
内
転
居

し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
に
、
世
帯
ご
と
に

封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

　

投
票
所
に
お
い
で
に
な
る
と
き
は
、
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
と
き

や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
る

病
院
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、
施
設
の

担
当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ

「
郵
便
投
票
証
明
書
」の
交
付
申
請
が
必

要
で
す
。

　

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
氏
名
・
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
公
報
を
新

聞
折
り
込
み
で
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

　

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
で
選
挙
公

報
の
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

一
度
、
郵
送
希
望
の
申
し
込
み
を
し
た

人
は
、
住
所
な
ど
に
変
更
が
な
け
れ
ば
再

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

選
挙
の
期
日
な
ど

　

入
場
整
理
券
は
切
り
離
し
て

　

病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
は
４
月
19
日
ま
で
に

　

開
票（
即
日
開
票
）

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

選
挙
公
報（
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
）

　

投
票
で
き
る
人

　

仕
事
、
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票

日
に
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
は
、
住
ん

で
い
る
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の

場
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
14
日（
月
）か
ら

　
　
　

４
月
19
日（
土
）ま
で　

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

期
日
前
投
票
所　

市
役
所
別
館
１
、
朝
夷

行
政
セ
ン
タ
ー
、
三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
、
丸
山
公
民
館
、
富
山
・
白
浜
・

和
田
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー

■
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
宣
誓
書

　

入
場
整
理
券
の
裏
面
に
宣
誓
書
が
印
刷

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
記
入
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
20
日（
日
）

時
間　

午
後
９
時
15
分
か
ら

場
所　

富
浦
体
育
館

　

選
挙
管
理
委
員
会　

　
　

☎
33
―
１
１
３
１
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　「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律」によ
り、消費税法の一部が改正されました。主な改正内容は次のとおりです。
【主な改正内容】
　１ 　消費税収入の使途が明確化されました
　　 　国分の消費税収入については、社会保障給付並びに少子化対策に必要な経費（社会保障４経費）に充てるも
のとされ（社会保障目的税化）、地方消費税（引き上げ分）および消費税収入の地方交付税分については、社会保
障４経費を含む社会保障施策に必要な経費に充てられるものとされています（社会保障財源化）。

　２　消費税率を引き上げることとされました
　　次のとおり段階的に引き上げが行われます。
　　・平成26年4月1日から8％（消費税6.3％、地方消費税1.7％）
　　・平成27年10月1日から10％（消費税7.8％、地方消費税2.2％）※
　　 ※経済状況などを総合的に勘案したうえで、税率引き上げの停止を含め所要の措置を講ずることとされています。

　３　税率引き上げに伴う経過措置が設けられました
　　 　適用開始日以後に行われる資産の譲渡などのうち一定のものについては、改正前の税率を適用することとす
る経過措置が設けられています。

＜消費税価格転嫁等総合相談センター＞
　 　消費税の価格転嫁・価格表示・便乗値上げなどに関する政
府共通の相談窓口が設置されています。ご相談は専用ダイヤ
ルまたはホームページの専用フォームをご利用ください。
　　　　受付時間：平日　午前９時から午後５時（平成26年3月・4月は土曜日も受付）
　　　　URL　http://www.tenkasoudan.go.jp（24時間受付）

＜国税庁ホームページ＞
　　「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」
 　URL　http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/shohi/kaisei/201304.htm

　　   館山税務署　☎２２－０１０１

からのお知らせ
館山税務署館山税務署
からのお知らせからのお知らせ

　

災
害
発
生
時
の
心
得

平成26年４月１日から
消費税率が引き上げられます

専用ダイヤル　０５７０－２００－１２３

　

大
規
模
な
災
害
に
遭
遇
す
る
と
、
公
共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止

し
、
帰
宅
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅
を
始
め
る
と
、
火
災
や
建
物
か
ら
の
落

下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り
危
険
で
あ
る
ほ
か
、
救

助
・
救
急
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

【
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
】

　

○ 

身
の
安
全
を
確
保
し
、
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
ろ
う
。

　

○ 

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
家
族
の
安
否
な
ど
を
確
か
め
よ
う
。

　

○ 

交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
入
手
し
よ
う
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
き
た
い
こ
と
】

　

○
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
こ
う
。

　

○ 

ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水
や
食
料
な
ど
を
用
意

し
よ
う
。

　

○ 

家
族
な
ど
と
安
否
確
認
の
方
法
、
集
合
場
所
、
帰
宅
経
路
の
状

況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

消
防
防
災
課　

☎
33
―
１
０
５
２

　

大
き
な
地
震
で
は
、
倒
れ
て
く
る
冷

蔵
庫
や
棚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
大
け
が

を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
の

引
っ
越
し
や
オ
フ
ィ
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト

変
更
に
あ
わ
せ
て
、
家
具
固
定
な
ど
の

対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
防
災
課　

☎
33
―
１
０
５
２

 

〜
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、
落
ち
着
い
た
行
動
を
〜

 

〜
家
具
転
倒
・
落
下
・
移
動
防

止
対
策
を
！
〜



6 2014年 3月号

用意するもの

～狂犬病予防法により犬の登録と狂犬病予防注射は、飼い主に義務づけられています～

  環境保全課　☎33－1053
平成26年度「狂犬病予防集合注射」を次のとおり実施します。

①　案内のはがき（問診欄・署名欄を事前に必ず記入してください）

②　料　　　　金　３，５００円 注射料金     　　   ２，９５０円
注射済票交付手数料　５５０円{
※おつりのないようにお願いします。

●雨天などで狂犬病予防注射が実施できない場合は、市の防災行政無線でお知らせします。
　実施日に都合のつかない場合は、６月に予定している追加の集合注射や動物病院での接種をお願いします。
※ 動物病院で接種された場合は、必ず注射済証を持参して、環境保全課または朝夷行政センター・各地域セ
ンターで狂犬病予防注射済票の交付手続きをしてください。

☆集合注射の会場でも、新規登録ができます。
犬を飼っている人で登録が済んでいない場合は、会場で登録することがで
きます。新規登録の場合は、上記の料金３，５００円に登録料３，０００円が
加わり６，５００円となります。

●  生後９１日以上の犬を飼っている人は、狂犬病予防法により、その犬に生涯
１回の「登録」と毎年１回の「狂犬病予防注射」を受けさせなければなりません。
犬の飼い主の責任として狂犬病予防注射を受けさせましょう。

４
月
４
日
（
金
）

富 山 地 区

４
月
３
日
（
木
）

富 浦 地 区
高照寺駐車場（山田） 9:00 ～ 9:05 丹生公会堂 9:00 ～ 9:05
戸倉ガソリンスタンド脇 9:15 ～ 9:20 大津公会堂 9:15 ～ 9:30
華表裏集乳所 9:30 ～ 9:35 福澤公会堂 9:40 ～ 9:45
川名桂宅前（外野） 9:45 ～ 9:50 深名コミュニティセンター 9:55 ～ 10:00
天神社脇　市駐車場 10:00 ～ 10:05 市役所本館駐車場 10:10 ～ 10:25
第６分団詰所 10:15 ～ 10:25 西浜公会堂 10:40 ～ 10:45
吉井集会所（安西商店脇） 10:35 ～ 10:45 多田良公会堂 10:55 ～ 11:15
川上青年館 10:55 ～ 11:00 旧原岡漁民会館跡地前 11:25 ～ 11:30
井野集会所 11:10 ～ 11:15 商工会前駐車場 11:40 ～ 11:45
二部中集乳所 11:25 ～ 11:30 豊岡青年館 11:55 ～ 12:00
富山公民館前駐車場 11:40 ～ 12:00 南無谷枇杷倉庫 13:05 ～ 13:15
合戸青年館 13:10 ～ 13:15 小浜荘 13:25 ～ 13:30
米澤集会所（春日神社） 13:25 ～ 13:30 富 山 地 区
犬掛堂 13:40 ～ 13:45 小浦漁港（角文下） 13:45 ～ 13:50

三 芳 地 区 岩井漁協 14:00 ～ 14:05
増間コミュニティセンター 14:05 ～ 14:10 岩井神社 14:15 ～ 14:30
大畑作業所 14:20 ～ 14:25 竹内精米所 14:40 ～ 14:45
滝田区民会館（旧 上滝田公民館） 14:35 ～ 14:55 市部天満神社 14:55 ～ 15:00
御門集会所 15:05 ～ 15:10 伝次郎商店脇 15:10 ～ 15:15
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　ペットも大事な家族
の一員です。愛情と責
任を持って飼いましょ
う。
　また、マナーを守
り、近所や他人に迷惑
をかけないように心が
けましょう。

４
月
９
日
（
水
）

千 倉 地 区

大貫コミュニティ集会所 9:00 ～ 9:05

川戸青年館 9:15 ～ 9:30

宇田記念碑前 9:40 ～ 9:50

長久橋付近ゴミステーション前（長井） 10:00 ～ 10:15

川合地蔵院駐車場 10:25 ～ 10:40

東安房漁協白子瀬戸支所 10:50 ～ 11:00

矢原旧瀬戸漁協跡地 11:10 ～ 11:20

下瀬戸農業集落センター 11:30 ～ 11:40

上瀬戸高橋竹材店資材置き場 11:50 ～ 12:00

南千倉海水浴場駐車場（元助商店前） 13:05 ～ 13:15

平舘コミュニティ集会所 13:25 ～ 13:40

千倉郵便局脇市駐車場 13:50 ～ 13:55

高家神社駐車場 14:05 ～ 14:20

旧大丸下駐車場 14:30 ～ 14:50

千倉保健センター前駐車場 15:00 ～ 15:15

４
月
７
日
（
月
）

三 芳 地 区
下組集落センター 9:00 ～ 9:05
みよし交流館（旧滝田公民館） 9:15 ～ 9:25
三坂集会所 9:35 ～ 9:40
上堀集会所 9:50 ～ 10:00
下堀集会所 10:10 ～ 10:15
府中興府会館 10:25 ～ 10:40
宇戸集会所 10:50 ～ 10:55
国府土地改良区事務所 11:05 ～ 11:15
三芳農村環境改善センター前 11:25 ～ 11:40
明石集会所 11:50 ～ 11:55
山下作業所 13:05 ～ 13:20
海老敷集会所 13:30 ～ 13:40
嵯峨志集会所 13:55 ～ 14:15
山名作業所 14:25 ～ 14:40
稲都公民館 14:50 ～ 14:55
中集落センター 15:05 ～ 15:15
池之内いこいの家 15:25 ～ 15:30

４
月
８
日
（
火
）

白 浜 地 区
根本公民館 9:00 ～ 9:15
砂取事務所 9:20 ～ 9:30
本郷コミュニティセンター 9:40 ～ 9:45
川下会館 9:55 ～ 10:10
東横渚コミュニティセンター 10:20 ～ 10:30
野島崎公園ステージ西側 10:40 ～ 10:55
白浜音頭発祥の地公園駐車場 11:05 ～ 11:10
自然休養村管理センター 11:20 ～ 11:35
安房農協白浜支店 11:45 ～ 12:00
第１分団詰所 13:05 ～ 13:10
乙浜集落センター 13:15 ～ 13:20

千 倉 地 区
白間津コミュニティ集会所 13:35 ～ 13:50
東安房漁協 (旧南部漁村センター） 14:00 ～ 14:15
平磯コミュニティ集会所 14:25 ～ 14:40
川口天草倉庫 14:50 ～ 14:55
忽戸コミュニティ集会所 15:05 ～ 15:15

４
月
10
日
（
木
）

丸 山 地 区

大井青年館 9:00 ～ 9:25

犬切集会所 9:35 ～ 9:40

鯨岡集会所 9:50 ～ 10:10

宮下中森集会所 10:20 ～ 10:50

小谷集会所 11:00 ～ 11:30

市場集会所 11:40 ～ 11:55

小戸青年館 13:05 ～ 13:10

沓見青年館 13:20 ～ 13:40

加茂集荷所 13:50 ～ 14:15

千歳ミーティングハウス前 14:25 ～ 14:55

丸山地域センター駐車場 15:05 ～ 15:25

４
月
11
日
（
金
）

和 田 地 区

花園墓地前広場 9:00 ～ 9:20

柴区集会所 9:30 ～ 9:50

和田コミュニティセンター駐車場 10:00 ～ 10:20

真浦醤油屋（民宿）下駐車場 10:30 ～ 10:55

小川公会堂 11:05 ～ 11:20

松海中組青年館 11:35 ～ 11:50

和田地域福祉センター 13:00 ～ 13:30

北三原多目的研修集会施設
（旧北三原公民館） 13:40 ～ 14:00

別所真言院下 14:10 ～ 14:15

くすの木下駐車場 14:25 ～ 14:30

古畑集乳所 14:40 ～ 14:45

五十蔵地蔵様前 14:55 ～ 15:00
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　市民の皆さんから回収したペットボトルのキャップは、キャップ回収業者に引き渡し、再資源化事
業者へ売却されます。キャップは約430個で10円になります。その収益を「NPO法人 エコキャッ
プ推進協会」を通じて「認定NPO法人 世界の子どもにワクチンを日本委員会 (JCV)」に寄付する
ことによって、世界の子どもたちへワクチンが届けられます。１人分のポリオワクチンは20円です
ので、キャップ約860個で一人の子供の命が救えます。 
　ペットボトルのキャップは、ごみとして焼却処分すると、キャップ約430個で 3150gの二酸化炭
素（CO2）が発生します。キャップを集めてごみとCO2を削減し、世界の子どもたちにワクチンを届
けましょう！！

・市役所本庁舎
・朝夷行政センター
・各地域センター
・とみうら元気倶楽部
・富山ふれあいスポーツセンター
・三芳保健福祉センター
・三芳農村環境改善センター
・ちくら介護予防センターゆらり
・丸山公民館
・子育て支援センターほのぼの
・和田地域福祉センターやすらぎ

（平成 26年２月末現在）

シールなどははがしてください
　キャップをリサイクルするために
は、値札やキャンペーンシールを取
り除く必要があります。

汚れたキャップは洗ってください
　飲料が付着したままだと、臭いや
カビの原因になります。キャップは
必ず洗って、乾かしてから出してく
ださい。

飲料用のキャップのみが対象です
　調味料や洗剤などのキャップは、
大きさや材質が異なるため、回収対
象外です。

金属類は絶対に入れないでください
　カンやビンの金属製のふた、乾電
池などが混入されていることがあり
ます。ペットボトルのキャップ以外
の物は入れないでください。

エコキャップ運動にご協力ありがとうございます

キャップを集める際のお願い

【今月の環境標語】平成２５年度環境標語コンテスト　優秀賞
　　　　　　　　 丸山中学校１年　小島　愛美さんの作品
＜標語の趣旨＞ ポイ捨てする人が多いし、ゴミ箱に捨ててほしいからです。

累 計 ２４, ０１８kg

個 数 ９, ８００, ３９０個

ワクチン換算数 １２, ００８. ８人分

エコキャップ回収ＢＯＸ
設置場所
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平成25年度中にエコキャップ運動に参加した皆さんをご紹介します。

　ほかにもたくさんの人が参加してくれています。
＜事業者・団体＞　（順不同）
　 アメリカン電機株式会社、三浦建設株式会社、青木商店、松永医院、民宿 丸川、民宿 澤
金、ローソン富浦インター店、セブン－イレブン千倉瀬戸浜海岸店、社会福祉協議会、アイリ
スの里、デイサービスとみやま、南房総エコネット、根本区民、練馬区立岩井少年自然の家、
北区立岩井学園、館山海上自衛隊、白鳩保育園、市内全小・中学校　ほか

＜個人＞　（順不同）
　 〔富浦地区〕 岡本さん、大矢さん、川名さん  〔富山地区〕 古川さん、加藤さん、
　沼田さん、井野さん、安部さん  〔千倉地区〕 和田さん　ほか

　これからもエコキャップ運動にご協力をお願いします。

エコキャップ運動に参加している皆さん

千倉中学校生徒会の皆さん

和田中学校の皆さん

忽戸小学校環境委員会の皆さん 富山小学校児童会の皆さん

和田小学校児童会の皆さん

市部ボランティアチームの皆さん

上瀬戸ほしぞら子ども会の皆さん
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に
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

心
身
を
健
康
な
状
態
に
保
ち
、
心
の
病
と

上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
自
殺
予

防
に
お
い
て
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
「
う
つ
病
」に
は
兆
候
が
あ
り
ま
す
。

　
「
う
つ
病
」は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

か
か
っ
て
い
る
も
の
。
周
囲
の
人
は
も
ち
ろ

ん
、
本
人
が
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
よ
う
な
兆
候
が
あ
っ
た
時
は
、
早
め

の
対
処
が
必
要
で
す
。

①　

 
今
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
た
こ
と
が
、
楽

し
め
な
い
。

②　

 

こ
れ
ま
で
楽
に
で
き
た
こ
と
が
、
お
っ

く
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

③　

 

自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
は
思
え
な

い
。

④　

 

わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し

て
元
気
が
出
な
い
。

⑤　

 

な
か
な
か
寝
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
、

夜
中
に
目
が
覚
め
た
あ
と
眠
れ
な
い
。

　

う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
自
分
に

気
づ
き
、
ス
ト
レ
ス
を
溜た

め
込
ま
ず
、
自
分

に
合
っ
た「
ス
ト
レ
ス
」を
発
散
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

①　

 

趣
味
や
運
動
、
入
浴
、
親
し
い
人
と
の

　

日
本
の｢

自
殺
率｣

は
先
進
国
の
中
で
も
高

く
、
社
会
問
題
化
す
る
な
か
、
国
を
あ
げ
て

自
殺
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
急
務
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

｢

働
き
ざ
か
り｣

の
世
代
で
自
殺
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
中
高
年
世
代
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
最
近
で
は
、
若
い
世
代
の
自
殺
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、「
健
康
問
題｣｢

経
済
・
生
活

問
題｣

な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
す
る
人
の
大
半
は｢

心
の
病｣

に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
自
殺
し
た
と
き
何

ら
か
の
心
の
病
を
患
っ
て
い
た
人
が
８
割
以

上
を
超
え
、
な
か
で
も
う
つ
病
だ
っ
た
人
の

割
合
が
高
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は「
心
の
風
邪
」と
も
呼
ば
れ
、
誰

自
分
に
気
づ
き「
自
分
の
専
門
家
」

に
な
っ
て
大
切
な
い
の
ち
を
守
る

た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

会
話
な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
確
保
す
る
。

②　

 

気
の
合
う
仲
間
を
つ
く
る
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
工
夫
す
る
。

③　

 

も
の
の
見
方
、
考
え
方
を
変
え
る
。

④　

睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
。

⑤　

 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心

掛
け
る
。

　

う
つ
病
は｢

早
期
発
見｣

と「
早
期
治
療
」で

回
復
し
ま
す
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
」と
思
っ
て
い
る
人
も
安

心
で
き
ま
せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と
症
状
が

長
引
き
、
深
刻
化
し
て
し
ま
う
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

自
殺
に
傾
い
て
い
る
人
は「
サ
イ
ン
」を
発

し
て
い
ま
す
。

　
「
死
に
た
い
」と
口
に
す
る
人
は
自
殺
し
な

い
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、
大
き
な
間
違
い
で

す
。
自
殺
の
危
険
の
あ
る
人
は「
サ
イ
ン
」を

発
し
て
い
る
の
で
、
周
囲
の
人
は
早
め
に
気

付
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

①　

口
数
が
減
っ
て
元
気
が
な
い
。

②　

孤
立
し
て
い
る
。

③　

 「
消
え
て
し
ま
い
た
い
」「
死
ん
だ
ら
楽

に
な
る
」な
ど
と
口
に
す
る
。

④　

大
量
の
お
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
る
。

⑤　

自
分
の
健
康
を
か
え
り
み
な
い
。

　

も
し
、
打
ち
明
け
ら
れ
た
時
は
ね
ぎ
ら
い

と
共
感
の
気
持
ち
で
話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
死
に
た
い
」と
話
す
人
は
、
そ
こ
か
ら

「
抜
け
出
し
た
い
」「
生
き
た
い
」と
い
う
気
持

ち
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
打
ち
明
け
ら
れ
た
ら

相
手
を
ね
ぎ
ら
い
、
相
手
の
気
持
ち
に
共
感

し
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
話
を
聴
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①　

 

相
手
が
自
分
に
打
ち
明
け
て
く
れ
た
こ

と
や
抱
え
て
き
た
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
。

②　

 

相
手
の
こ
と
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
、
共
感
す
る
助

言
や
結
論
を
急
が
ず
、
最
後
ま
で
話
を

じ
っ
く
り
聴
く
。

③　

 

相
手
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
整
理
し
、

適
切
な
支
援
者
や
相
談
者
に
つ
な
ぎ
、

自
分
も
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
伝
え

る
。
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
以
下
保
険
証
）・
高
齢

受
給
者
証（
70
歳
か
ら
74
歳
で
一
部
負
担
金
の
割
合
が
１

割
の
人
）は
、
３
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。
新
し
い
保

険
証
・
高
齢
受
給
者
証
は
、
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
・
高
齢
受
給
者
証
で
受

診
し
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
・
高
齢
受
給
者
証

は
自
分
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
高
齢
受
給
者
証
は
、
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
75
歳
以
上
の
人
の

保
険
）は
、
７
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。
８
月
１

日
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、
特
例
措
置
に
よ
り

窓
口
で
の
負
担
割
は
１
割（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）に

据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
４
月
２
日
か
ら
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
か
ら
、
法
定
負
担
割
合
で
あ
る

２
割
に
窓
口
負
担
割
合
が
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
た
だ

し
、
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
負
担
）。

　３月、４月は退職や就職・進学など異動の多い節目の時期です。
国民健康保険の異動があった日から、14日以内に保険年金課および
各地域センターで手続きをしてください。届出が遅れると国民健康保
険税が遡

さかのぼ

って課税されたり、医療給付が受けられない場合がありま
す。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・

高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
の
４
月
２
日
か
ら
70
歳
に
な
る
人
は
窓
口
で
の
負
担

割
合
が
２
割
に
戻
り
ま
す
。

国民健康保険の届出は
14日以内に

必要な届出 こ　ん　な　と　き 手 続 き に 必 要 な も の そ　の　他　注　意　事　項

国民健康保険に
加入する届出

退職したとき
社会保険などの扶養から
はずれたとき

印鑑
健康保険などの喪失証明書

20 歳から 60 歳までの人は、
国民年金の手続きも必要です。
年金手帳を持参してください。

国民健康保険
から脱退する
届出

転出するとき
印鑑
国民健康保険証
高齢受給者証（70歳以上の人）

社会保険などへ加入
印鑑
保険証（国民健康保険と社会保険両方）
高齢受給者証（70歳以上の人）

社会保険証が未交付の場合は、
社会保険などの加入証明書が
必要です。

就学関係の届出

就学のための転出
印鑑
国民健康保険証
在学証明書

入学前に転出する場合は入学
を証明するものを持参し、入
学後に在学証明書を提出して
ください。

就学のための保険証を
受けていた人が卒業した
とき

印鑑
卒業を証明するもの（コピー可）

社会保険または、お住まいの
市区町村で国民健康保険の加
入手続きが必要です。

引き続き就学するとき
印鑑
国民健康保険証
在学証明書

就学の確認をするため、毎年
在学証明書を提出してくださ
い。

退職者医療制
度の届出

退職者医療制度に該当し
たとき
（長年社会保険などへ加
入し、厚生年金などの年
金受給資格がある 65 歳
までの国民健康保険加入
者が該当）

印鑑
国民健康保険証
年金証書

社会保険などへ加入していた
期間および事業所名・所在地
を確認します。

　   保険年金課　☎33－1060
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図
書
館
・
公
民
館
な
ど
の

図
書
室
の
利
用
案
内

 ☎　40－1120
Fax 40－1130

南房総市図書館から

　

図
書
館
や
地
区
公
民
館
な
ど
の
図
書
室

は
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

は
じ
め
て
本
を
借
り
る
人
へ

　

は
じ
め
て
借
り
る
人
に
は
、「
図
書
館
カ
ー

ド
」を
作
り
ま
す
。

図
書
館
や
地
区
公

民
館
に
置
い
て
あ

る「
図
書
館
カ
ー
ド

交
付
申
込
書
」に
住

所
、
氏
名
な
ど
を

記
入
し
て
、
受
付

に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
住
所
な
ど
の
確
認
が
で
き

る
も
の（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
、「
図
書
館
カ
ー
ド
」

を
発
行
し
、
す
ぐ
に
本
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

本
を
借
り
る
と
き
は

　

図
書
館
カ
ー
ド
と
借
り
た
い
本
を
、
受
付

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
貸
出
冊
数　

１
人
５
冊
ま
で

・
貸
出
期
間　

14
日
間（
予
約
が
な
い
限
り
、

１
回
だ
け
２
週
間
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。）

※  
新
聞
、
雑
誌
の
最
新
号
、「
禁
帯
出
」「
参

考
書
」の
シ
ー
ル
の
貼
ら
れ
た
も
の
は
、
館

内
閲
覧
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
本
を
返
す
時
は

　

借
り
た
本
を
、

図
書
館
も
し
く
は

最
寄
り
の
公
民
館

ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
図
書
館
が

閉
ま
っ
て
い
る
と

き
は
、「
返
却
ポ
ス

ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
を
探
す
時
は

　

各
館
内
に
は
、
本
を
探
す
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
蔵
資
料
な
の

か
、
貸
出
中
な
の
か
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
不
明
の
場
合
は
、
気
軽
に
職
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
予
約
サ
ー
ビ
ス

　

貸
出
中
の
本
は
予
約
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
他
館
所
蔵
の
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
本
の
用
意
が
で
き
次
第
連
絡
し
ま

す
。
予
約
は
５
冊
ま
で
で
す
。

　
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

　

所
蔵
し
て
い
な
い
本
は
、
購
入
し
た
り
、

県
内
の
公
共
図
書
館
や
国
会
図
書
館
な
ど
か

ら
借
用
し
て
、
で
き
る
限
り
希
望
に
応
じ
ま

す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

　

本
に
関
す
る
質
問
や
、
調
べ
も
の
に
必
要

な
本
を
探
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

気
軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー
の
職
員
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
館
の
資
料
は
、
実
費
で
コ
ピ
ー
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

障
害
の
あ
る
人
・
高
齢
者
へ

　

車
い
す
で
、
図
書

館
内
ど
こ
へ
で
も
移

動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
老

眼
鏡
、
拡
大
鏡
も

備
え
て
い
ま
す
。
大

活
字
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

団
体
向
け
貸
出
サ
ー
ビ
ス

　

市
内
で
読
書
活
動
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

し
て
い
る
団
体
は
、
１
回
、
30
冊
。
市
内
の

幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
お
よ
び
各
施
設
は
、

１
回
、
50
冊
。
１
か
月
間
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

図
書
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
館
や
公
民
館
図
書
室
に
来
館
で
き
な

い
人
を
対
象
に
、
自
宅
ま
で
本
を
宅
配
し
ま

す
。
４
月
１
日
よ
り
消
費
税
率
の
変
更
に
伴

い
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

・
貸
出
冊
数　

１
回
５
冊
ま
で

・
貸
出
期
間　

１
か
月
間

・ 

料
金　

市
内
の
人　

４
１
０
円（
旧
料
金

４
０
０
円
）

　

 

市
外
の
人　

８
２
０
円（
旧
料
金
８
０
０

円
）

　

詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

い
ろ
い
ろ

図書館カード
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ヴ
ェ
ル
ジ
ュ
」や「
日
本
一
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

フ
ラ
ン
ス
料
理
」の
提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
会
は
、
い
ろ
ん
な
人
が
参
加
し
、
社

交
の
場
と
し
て
発
展
し
、
こ
の
場
所
か
ら
友

だ
ち
の
輪
が
広
が
れ
ば
素
敵
か
な
と
思
い
ま

す
。

…
白
浜
に
住
ん
で
み
た
感
想
は
？

　

温
暖
で
住
み
や
す
く
、
人
が
優
し
く
て
、

子
育
て
が
し
や
す
い
で
す
。
白
浜
が
大
好
き

で
す
。
地
域
活
動
も
楽
し
く
て
、
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｏ‘
Ｓ　

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ（
白
浜
ク
ラ
ブ
）

　

☎
38
―
２
１
２
９

　

ブ
ロ
グ

　

 http://am
eblo.jp/ky0434866767/

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

　

店
内
で
は
、
フ
ラ
ワ
ー
教
室
、
キ
ャ
ン
ド

ル
教
室
、
そ
し
て
パ
ン
教
室
な
ど
の
ス
ペ
ー

ス
を
提
供
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
近
く
英
国

式
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
始
ま
る
と
か
。

　

地
域
の
人
に
親
し
ま
れ
る
、
い
つ
も
な
ご

や
か
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

…
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

私
は
、
千
葉
市
出
身
で
、
こ
こ
に
来
る
前

は
、
佐
倉
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

シ
ェ
フ
は
、
神
戸
市
出
身
で
、
東
京
や
横

浜
で
フ
レ
ン
チ
料
理
を
勉
強
し
て
い
ま
し

た
。
今
は
、
館
山
市
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。

…
い
つ
ご
ろ
こ
ち
ら
へ
き
ま
し
た
か
？

　

平
成
23
年
１
月
に
来
ま
し
た
。

…
南
房
総
に
来
た
き
っ
か
け
は
？

　

以
前
か
ら
、
田
舎
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
て

い
ま
し
た
。
白
浜
へ
は
、
何
度
か
観
光
で
来

た
こ
と
が
あ
り
、
温
暖
で
い
い
と
こ
ろ
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
こ
の
物

件
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

…
庭
や
内
部
改
装
が
手
づ
く
り
と
聞
き
ま
し

た
が
？

　

夫
に
金
型
加
工
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
テ
ラ
ス
や
内
装
、
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
ほ

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た

起
業
家
紹
介　

№
10

〝 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｏ‘
Ｓ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

（
白
浜
ク
ラ
ブ
）〞

県
道
館
山
白
浜
線
を
南
に
下
り
、
白
浜
の
長
尾

橋
を
過
ぎ
る
と
、
海
側
に
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色

の
建
物
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

の
雰
囲
気
が
あ
る
庭
を
歩
き
、
建
物
を
入
っ
て
い

く
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
山
口
さ
ん
と
シ
ェ
フ
の
小
泉

さ
ん
が
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

温
暖
で
住
み
や
す
く
、
人
が
優
し

く
て
、子
育
て
が
し
や
す
い
で
す
。

白
浜
が
大
好
き
で
す
・
・
・

と
ん
ど
自
分
で
改
装
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
満
足
す
る
改
修
に
は
、
２
年
ほ
ど
か
か

り
ま
し
た
。 

…
事
業
内
容
は
？

　

カ
フ
ェ
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
宿
泊
施
設
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
ケ
ー
キ
は
、
私
が
担
当

し
、
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
を
創
作
し
て

い
ま
す
。
カ
レ
ー
や
パ
ス
タ
、
フ
レ
ン
チ
料

理
・
コ
ー
ス
料
理
は
、
シ
ェ
フ
が
担
当
し
て

い
ま
す
。
シ
ェ
フ
は
、
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
ワ
イ
ン
会
な
ど
も
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｇ
Ｐ
ラ
イ
ダ
ー
の
中

上
貴
晶（
昨
年
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
世
界
選
手

権
第
10
戦
で
2
位
）が
甥お
い

っ
子
の
た
め
、
今

ま
で
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
、
ラ
イ
ダ
ー
ス
ー
ツ

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法
は
？

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

…
夢
や
希
望
は
？

　

ラ
イ
ダ
ー
の
お
客
さ
ん
も
多
数
み
え
る
の

で
、
が
っ
つ
り
食
べ
ら
れ
る
食
事
が
多
い
で

す
が
、
今
後
は
、「
フ
レ
ン
チ
付
宿
泊
の
オ
ー

右からシェフの小泉さん、オーナーの山口京子さん、
スタッフの伊部さん

ＢＬＵＴＯ‘Ｓ　ＣＡＦＥの外観

中上貴晶選手の
トロフィーなどを展示

ご飯の上にハンバーグと温泉卵
を乗せたブルートズプレート　
スープ・ドリンク付き（ボリュー
ム満点）1,200円
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地産地消運動2013の
料理コンテスト
入賞作品です

～料理コンテスト入賞作品～第5回
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総
食材使用南房総ごとう乳（ち）レシピ南房総ごとう乳（ち）レシピ南房総ごとう乳（ち）レシピ

【作り方】

【作り方】

【材料】（3人分）

【材料】（5人分）

①　沸騰直前に温めた牛乳に酢を加え、かき混ぜる。しばらく置いてからザルにあけ冷ます。
②　輪切りにしたナスの両面を焼き、冷ます。
③ 　≪タレ≫しょう油、みりん、塩を混ぜたものに、すり下ろしたしょうがと、小口切りに
した小ネギを加える。すり下ろす。
④　アジの刺身と①と②を盛り合わせ、彩りにパプリカを添え、③をかけて完成。

牛乳500cc、酢40cc、アジの刺身6匹分、
ナス2本、パプリカ（黄・赤）適量
≪タレ≫しょうが1かけ、小ネギ3本、
しょう油・みりん 大さじ１、塩 少々

カボチャ 5個、ズッキーニ（黄・緑）各
1/2 本　玉ネギ 1/2 個、ミニトマト 5個、
鶏肉 100g、クリームソース（缶）1缶
牛乳 100cc、チーズ適量

審査員特別賞

鎌田　恵璃さん（富浦中 3年）

「牛乳 なす あじ の
しょうがしょう油あえ」

審査員特別賞

根形　奈々さん（富浦中 3年）
「まるごとカボチャグラタン」

①　カボチャを蒸し、くり抜く。
②　ズッキーニ、鶏肉、玉ネギを炒める。
③　クリームソースに②を入れ、①の中に入れる。
④　チーズ、ミニトマトを乗せ、オーブンで焼く。
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〝
人
助
け
〞だ
と
思
っ
て
代
わ
り
に
申

し
込
ん
で
!?

　

親
切
心
に
つ
け
こ
む「
老
人
ホ
ー
ム
入

居
権
」の
買
え
買
え
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

買
え
買
え
詐
欺(

劇
場
型
勧
誘)

で
は
、

証
券
会
社
な
ど
を
か
た
る
者
が
消
費
者

宅
に
電
話
を
し
て
き
て
、
消
費
者
に
事

前
に
送
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載

さ
れ
て
い
る
権
利
や
商
品
を
購
入
さ
せ

よ
う
と
し
ま
す
。
購
入
さ
せ
よ
う
と
す

る
権
利
や
商
品
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

未
公
開
株
な
ど
金
融
商
品
だ
け
で
な
く
、

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

い
っ
た
社
会
的
に
関
心
の
集
ま
っ
て
い

る
事
業
に
関
す
る
権
利
や
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
な
ど
希
少
価
値
の
あ
る
商
品
な
ど

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
目
立
つ
の
は
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
や
介
護
施
設
な
ど
に
入
居
す
る
権
利

（
以
下「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
」と
い
い

ま
す
）で
す
。
基
本
的
な
手
口
は
従
来
の

買
え
買
え
詐
欺
と
同
様
で
す
が
、
特
徴

的
な
の
は
、
消
費
者
の
親
切
心
や
同
情

心
に
つ
け
こ
ん
で
購
入
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
点
で
す
。「
入
居
し
た
い
人
が
多

「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
」の
買
え
買
え
詐
欺
に
ご
注
意
！

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑲

い
が
権
利
を
購
入
で
き
ず
困
っ
て
い
る
」

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
人
し
か
入

居
で
き
な
い
」「
お
金
は
払
う
の
で
、
人
助

け
だ
と
思
っ
て
代
わ
り
に
申
し
込
み
だ

け
し
て
ほ
し
い
」な
ど
と
言
っ
て
、
あ
た

か
も
人
助
け
に
な
る
か
の
よ
う
に
思
わ

せ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話

を
切
っ
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

なんでもアリサ！⑥
恩送り “Pay It Forward”

　日本文化はよく「恩返し」を大切にしていると感じます。
自分の健康や手柄は常に周りの人のお陰だと感じたり、
何かを頂いた時は必ずお返しを
したりします。
　
　アメリカにも「恩返し」はありま
すが、「恩送り」の方がもっと象徴
的だと感じます。英語には “pay 
it forward” という慣用句があ
り、誰かに助けられた時はその分
だけ、知らない人でも他人が困っ
ていれば助けてあげるという概
念です。こうして良い行いは２人
の間を行き来するだけでなく、広
まって行くのです。
　
　私は 3.11 の震災後、サンフ
ランシスコで福島にある児童養
護施設のための募金活動に参加しました。その時、たく
さんの方が知人のいない、訪れたこともない福島のため
に「恩送り」の募金をしていたことに感心しました。日本
でもぜひ「恩送り」を流行させたいです！

　I feel that Japan greatly values「 恩 返 し 」or “giving 
back.” Japanese culture teaches to attribute things 

such as your accomplishments and 
your health to the people around you. 
It also teaches to give things back in 
return whenever something is received. 

　America also practices “giving back,” 
but I feel “pay it forward” is more 
characteristic. “Pay it forward” means 
assisting others, even strangers, 
when they need help, just as you were 
helped when you were in need. This 
way, the cycle of goodwill doesn’t just 
continue; it expands.

 
　When  I  pa r t i c i pa ted  i n  a  San 
Francisco fundraiser for a Children’s 
Home in Fukushima after the March 

11th earthquake, I was amazed by the crowds of people 
who were “paying it forward” by donating to a place 
they’ve never visited and people they’ve never met. I 
hope “pay it forward” catches on in Japan too!

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127

福島の募金活動のために集まった
サンフランシスコの人々

People in San Francisco who got 
together to benefit Fukushima 
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村
行
政
情
報
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　　

情
報
推
進
課　

　
　

 

☎
33
―
１
０
０
３

　

４
月
１
日
か
ら
、
夜
間
代
行
職
員
の
廃

止
に
伴
い
、
利
用
時
間
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

○
健
康
増
進
室　

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

○
第
１
駐
車
場　

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

　
（
午
後
５
時
15
分
に
施
錠
し
ま
す
。）　

　

夜
間
、
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、
開
閉

な
ど
、
利
用
者
の
自
主
管
理
と
な
り
ま
す
。

　　

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部　

　
　

 

☎
33
―
３
４
１
１

　

火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器
の
給
付
事

業
は
、
機
器
設
置
の
義
務
化
が
定
着
し
た

た
め
平
成
26
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止

し
ま
す
。

　　

健
康
支
援
課　

　
　

 

☎
36
―
１
１
５
２

「
協
会
け
ん
ぽ
」か
ら
お
知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
高
齢
者
生
き

が
い
活
動
支
援
通
所
事
業（
自
立
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）は
３
月
末
で
終
了
と
な
り
、

４
月
か
ら
は
介
護
予
防
通
所
事
業（
お
達

者
サ
ロ
ン
）を
実
施
し
ま
す
。
介
護
予
防

（
主
に
閉
じ
こ
も
り
予
防
）の
た
め
に
、

身
近
な
地
域
で
外
出
機
会
と
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま

す
。

対
象
者　

二
次
予
防
対
象
者（
生
活
機
能

の
低
下
が
あ
る
た
め
要
支
援
・
要
介
護
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
高
齢

者
）お
よ
び
要
支
援
認
定
者（
通
所
サ
ー
ビ

ス
未
利
用
者
）

内
容　

各
地
区
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
な
ど
で
、
趣
味
の
活
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
軽
い
運

動
な
ど
を
週
１
回
、
３
時
間
程
度
行
い
ま

す
。（
希
望
者
に
は
有
料
で
送
迎
あ
り
）

利
用
料　

１
回
あ
た
り
２
０
０
円

申
込
方
法　

健
康
支
援
課
、
市
民
課
、
朝

夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
へ

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
受

付
後
、
職
員
が
訪
問
調
査
に
伺
い
ま
す
。

　　

健
康
支
援
課

　
　

 

☎
36
―
１
１
５
２

　

南
房
総
市
の
ほ
か
、
県
内
に
あ
る
市
町

村
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、
お
知
ら
せ
な
ど

を
千
葉
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

デ
ー
タ
放
送
を
見
る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
受
信
で
き
る
テ
レ
ビ
が
必
要
で
す
。
携

帯
電
話
な
ど
テ
レ
ビ
映
像
を
受
信
で
き
る
ワ

ン
セ
グ
機
器
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

視
聴
方
法

・
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ（
ワ
ン
セ
グ
）

　

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
３
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
千
葉
テ
レ
ビ
）に
合
わ
せ
、
リ
モ
コ
ン
の
ｄ

ボ
タ
ン
を
押
し
、
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
の
市
町

村
行
政
情
報
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す（
ワ
ン
セ

グ
は
自
動
的
に
表
示
さ
れ
ま
す
）。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

千
葉
テ
レ
ビ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
県
内
市
町

◎
平
成
26
年
度
保
険
料
率

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）千

葉
支
部
加
入
者
の
平
成
26
年
度
保
険
料
の

健
康
保
険
料
率
は
、
準
備
金
を
取
り
崩
す

こ
と
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
と
変
わ
ら
ず

９
・
93
％
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
介
護
保
険
料
率
は
介
護
給
付
費
の

増
加
に
伴
い
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
た
め
４

月
に
納
付
い
た
だ
く
分
か
ら
１
．
72
％
に

引
上
げ
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
医
療
を
支
え
る
た
め

に
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ご
家
族（
被
扶
養
者
）の
特
定
健
診

　

加
入
者
ご
家
族（
40
〜
74
歳
の
被
扶
養

者
）に
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
券
は
加
入
者
本
人
の
住
所
地
に
郵
送

し
ま
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
毎
年

度
１
回
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
加
入
者
本
人

は
、
勤
務
先
を
通
じ
て「
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
」を
実
施
し
ま
す
。

　　

全
国
健
康
保
険
協
会
千
葉
支
部

　
　

 

☎
０
４
３
―
３
０
８
―
０
５
２
５

介
護
予
防
通
所
事
業（
お
達
者

サ
ロ
ン
）

千
葉
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で

市
の
情
報
を
配
信
中

機種によりｄボタンの位置は
異なります。

ｄ
ボ
タ
ン

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
の

利
用
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

高
齢
者
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
の
廃
止
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１
月
31
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ

の
ぼ
の
で
節
分
の
豆
ま
き
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
１
２
９
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

職
員
に
よ
る
節
分
の
説
明
の
あ
と
、
老

人
ク
ラ
ブ
丸
山
支
部
の
会
員
が「
鬼
」と

「
福
の
神
」に
扮ふ
ん
そ
う装
し
て
登
場
す
る
と
鬼

を
怖
が
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
は
元
気
に
豆
を
ま
き
、
鬼
の
追
い
出
し

に
成
功
。
入
れ
替
わ
り
入
っ
て
き
た
福
の

神
が
子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子
を
配
り
ま
し

た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
丸
山
支
部
は
こ
れ
ま
で
に

も
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
サ
ツ
マ
イ
モ

の
苗
さ
し
や
収
穫
を
す
る
な
ど
、
ほ
の
ぼ

の
に
集
う
親
子
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

 

・
役
員　
　

代
表
取
締
役　

中
田
智
之

　

・ 

資
本
金　
　
　

７
０
０
万
円

　

  

・
事
業
概
要　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
の
企
画
、
開
発
、
設
計
、
制

作
お
よ
び
保
守
、
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
や
ビ

ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
、
実
用
系
ツ
ー
ル
の
開

発
、
開
発
ソ
フ
ト
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ

ポ
ー
ト　

ほ
か

　

・ 

事
業
開
始　
　

平
成
26
年
３
月

    Ｉ
Ｔ
企
業
を
誘
致
へ　

立
地
協
定
を
締
結

    南
房
総
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
寄
付

   

ほ
の
ぼ
の
で
豆
ま
き　

　

１
月
29
日
、
市
は
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
ガ
ー

デ
ン
南
房
総
と
の
企
業
立
地
協
定
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
と
協
定
を
結
ん
だ
企
業
は
、
Ｓ
Ｅ

ガ
ー
デ
ン
南
房
総
が
初
め
て
で
す
。

　

市
で
は
、
経
済
の
振
興
と
地
域
雇
用
の

受
け
皿
を
確
保
す
る
た
め「
企
業
誘
致
条

例
及
び
雇
用
促
進
に
関
す
る
条
例
」を
制

定
す
る
な
ど
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
利
用
さ
れ
て
い
な
い
富
山
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
建
物
を
事
業
所
と
し
て
利

用
で
き
る
こ
と
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
決
め
手
と
な
り

Ｉ
Ｔ
企
業
が
立
地
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

は
じ
め
の
１
年
間
は
、
国
の
緊
急
雇
用

対
策
を
活
用
し
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

育
成
し
ま
す
。
失
業
者
50
人
を
新
規
に
雇

用
す
る
計
画
で
研
修
中
も
給
料
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

会
社
概
要

　

 

・
商
号　
　

株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
ガ
ー
デ
ン

南
房
総

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

　

南
房
総
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
学
校

再
編
に
あ
た
り
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
に
千
倉
小
学
校
お
よ
び
嶺
南

中
学
校
が
開
校
す
る
に
あ
た
り
、
現
健
田

小
学
校
校
門
の
校
名
板
を
千
倉
小
学
校

に
、
現
丸
山
中
学
校
校
門
の
校
名
板
を
嶺

南
中
学
校
に
改
修
す
る
費
用
の
一
部
と
し

て
５
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鬼に豆をまく子どもたち

石井市長に目録を手渡す石川会長（中央）

協定書を手にする石井市長と中田代表取締役（中央）
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な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
５
日（
土
）　

　

午
前
９
時
30
分
集
合

　

午
後
３
時
頃
解
散　

　
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所　

山
名
共
同
館
駐
車
場

持
ち
物　

昼
食
・
飲
料
・
敷
物
・

手
袋
・
雨
具
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

で
き
る
服
装

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
代
を

含
む
）

定
員　

30
人（
要
、
事
前
申
し
込

み
）

 　
　

地
域
づ
く
り
協
議
会「
み

よ
し
」事
務
局（
三
芳
地
域
セ

ン
タ
ー
内
）　

　

☎
36
―
１
１
８
５

・
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う

掲
載
枠　

縦
45
ミ
リ
×
横
86
ミ
リ

掲
載
料　

裏
表
紙
１
万
２
９
０
円

（
カ
ラ
ー
）、
中
ペ
ー
ジ
８
２
３
０

円（
２
色
）

※ 
連
続
掲
載
で
最
大
20
％
の
割
り

引
き
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　

随
時
受
付

と
き　

３
月
20
日(

木)

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
別
館
１　

１
階

定
員　

５
人(

１
人
45
分)

費
用　

無
料

　

　

ち
ば
南
部
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 

☎
・
FAX 

０
４
３
８
―
23
―
３
７
１
１

 「
桜
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

〜

２
つ
の
金
比
羅
山
を
つ
な
ぐ
〜
」

　

三
芳
の
林
道
沿
い
に
は
、
山

桜
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜
、

右
近
桜
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

桜
が
数
㎞
に
わ
た
り
植
栽
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
開
花
の
時
期

が
異
な
る
た
め
、
４
月
上
旬
か
ら

下
旬
ま
で
山
桜
の
花
が
見
ご
ろ
を

迎
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
山
名
、
海
老
敷
の
２

つ
の
金
比
羅
山
を
つ
な
ぐ
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
林
道
の

桜
と
と
も
に
、
眺
望
の
違
い
も
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と

有料広告

　

相
続
や
遺
産
、
借
金
な
ど
の
相

談
に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

と
き　

４
月
５
日（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

と
こ
ろ　

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

＊ 

要
予
約
。
予
約
は
、
２
週
間
前

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

　

 

ち
ば
司
法
書
士
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

 

☎
０
４
３
―
２
０
４
―
８
３
３
３

働
き
た
い
け
ど
・
・
・
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
自

信
が
持
て
ず
１
歩
を
踏
み
出
せ
な

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦

手
で
不
安
、
人
間
関
係
や
体
調

不
良
の
た
め
退
職
し
た
が
、
ブ

ラ
ン
ク
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
・
・
・
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
15
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
若
者
、
保
護
者
を
対
象

と
し
た
個
別
相
談
を
開
催
し
ま

す
。  

安
房
巡
回
法
律
相
談

 

み
よ
し
探
訪
⑪

　

  

参
加
者
募
集

 

市
の
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か

 

就
労
に
関
す
る
個
別
相
談
会

3月の3月の
2月12日（水）に実施されました
● 南房総市職員の懲戒処分の公表について
● 南房総市議会第１回定例会を招集

　2月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー

掲
載
枠　

▽
縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
３
０
ピ
ク
セ
ル
▽
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た

は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
▽
４
キ
ロ
バ
イ
ト
以

下掲
載
料　

１
か
月
１
万
２
９
０
円

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
段
）

申
し
込
み　

随
時
受
付

※ 

申
込
書
や
掲
載
要
綱
な
ど
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

情
報
推
進
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
３

そ
う
だ
ん

ぼ
し
ゅ
う
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（
土
）・
30
日（
日
）

・ 

小
学
生　

午
前
９
時
半
か
ら

　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

・
中
学
生　

午
後
１
時
半
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

丸
山
公
民
館　

　
　

１
階　

視
聴
覚
室

　
　

２
階　

大
会
議
室

講
師

　

安
房
英
数
学
院
・
ソ
フ
ィ
ア

学
院
・
神
子
学
院
に
所
属
の
講

師料
金　

１
教
科
３
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
）

※ 

受
講
初
日
に
受
付
で
集
金
し

ま
す
。

そ 

の
他　

徒
歩
・
自
転
車
で
来

ら
れ
な
い
人
に
は
、
送
迎
バ

ス
を
手
配
し
ま
す
。

　

 　

送
迎
バ
ス
を
利
用
す
る
人

は
、
申
し
込
み
の
際
に
、
自

宅
近
く
の
目
印
と
な
る
建
物

な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

３
月
20
日（
木
）

 　
　

子
ど
も
教
育
課

　
　
　

☎
46
―
２
９
６
６

　

昔
、
増
間
村
の
あ
る
金
持
ち
の
家
に
地じ
と
う頭
様さ
ま
が
泊
ま
っ
た
時
の
こ
と
で

し
た
。

　

朝
早
く
お
目
覚
め
に
な
っ
た
地
頭
様
が
、
顔
を
洗
う
た
め
に
、「
お
い
、

手ち
ょ
う
ず水
を
廻
せ
」と
家
人
に
言
い
付
け
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
増
間
村

で
は
、
そ
の
頃
、
朝
起
き
て
顔
を
洗
う
習
慣
が
な
か
っ
た
の
で
、
家
中
が

地
頭
様
の
言
っ
た「
ち
ょ
う
ず
」と
は
何
の
こ
と
か
判
ら
ず
大
騒
ぎ
に
な

り
、
そ
の
家
の
娘
が
教
え
て
も
ら
お
う
と
、
名
主
の
と
こ
ろ
に
飛
ん
で
行

き
ま
し
た
。

　

そ
の
話
を
聞
い
た
名
主
も
、
本
当
は「
ち
ょ
う
ず
」が
何
か
判
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
知
ら
な
い
と
い
う
の
も
癪

し
ゃ
く
な
の
で
、
し
ば
ら
く
考
え
る

と
、『
そ
う
か
、
う
ー
む
、「
ち
ょ
う
」は「
長
」だ
な
。「
ず
」は「
頭ず

」か
も
知
れ

ね
え
な
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
う
ず
を
廻
せ
と
は
、
長
い
頭
を
廻
せ
っ
て
こ
と

だ
』と
教
え
ま
し
た
。

　

名
主
の
話
を
娘
か
ら
聞
い
た

金
持
ち
の
主
は
、
急
い
で
村
中

で
頭
の
一
番
長
い
与
作
と
い
う

男
を
連
れ
て
く
る
と
、
地
頭
様

の
前
へ
行
き
、「
地
頭
様
、
遅
く

な
っ
て
申
し
訳
ね
え
で
す
。

さ
っ
そ
く
、
ち
ょ
う
ず
を
廻
し

ま
す
」と
言
っ
て
与
作
を
ぐ
る
ぐ

る
廻
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

第 95話
生稲謹爾

「手
ちょうず

水を廻せ」

　

宿
題
の
少
な
い
春
休
み
。
苦

手
な
科
目
や
内
容
を
復
習
し
て
、

新
し
い
学
年
へ
の
準
備
を
し
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
４
月
に
実
施

予
定
の
学
力
調
査
に
そ
な
え
て
、

１
年
間
の
復
習
を
し
ま
せ
ん
か
。

地
元
の
塾
の
先
生
が
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　

忘
れ
て
い
た
内
容
を
思
い
出

し
、
苦
手
な
内
容
を
克
服
し
て
、

新
学
期
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
ょ
う
。

対
象

　

小
学
４
年
生
〜
６
年
生

　

中
学
１
年
生
、
２
年
生

　

※
各
学
年
定
員
20
人

　

 　

希
望
者
が
多
い
場
合
は
先

着
順

学
習
内
容

・ 

小
学
生　

国
語
・
算
数
の
問

題
演
習

・ 

中
学
生　

国
語
・
数
学
・
英

語
の
問
題
演
習

　

 

※ 

学
習
し
た
い
教
科
だ
け
の

受
講
も
で
き
ま
す
。

と
き　

３
月
25
日（
火
）・
26
日

 　

  （
水
）・
27
日（
木
）・
29
日

 

小
・
中
学
生

　

  

春
休
み
学
習
会

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

総人口（－61）
41,556人
男（－22）
19,918人
女（－39）
21,638人
世帯数（－2）
17,324世帯

出生 7人

死亡 77人

転入 82人

転出 73人

人口の動き（平成26年3月1日現在）

（　）内は前月比※外国人住民を含みます。
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安
房
拓
心
高
校
は
大
正
11
年
創
立
で
、
今
年
で
91

年
を
む
か
え
ま
し
た
。
以
前
は
園
芸
や
畜
産
な
ど
農

業
中
心
の
学
校
で
し
た
が
、
現
在
は
総
合
学
科
の
学

校
で
す
。
質
実
剛
健
と
自
治
協
同
を
校
訓
と
し
、
地

域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
作
り
の
た
め
に
、
地
域
に
積

極
的
に
出
か
け
、
次
の
よ
う
に
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

は
じ
め
に
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
で
す
。
生
徒

が
育
て
た
花
の
苗
や
シ
ク
ラ
メ
ン
、
切
り
花
や
野
菜

を
即
売
実
習
と
し
て
、
地
元
の
和
田
地
区
や
丸
山
地

区
な
ど
へ
販
売
に
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
職
場

実
習
や
農
家
実
習
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
学
校
と
の
交
流
で
す
。
花
い
っ
ぱ
い
運

動
で
は
市
内
の
小
・
中
学
校
と
交
流
し
、
苗
や
花
の

育
て
方
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
房

総
市
の
食
育
事
業
へ
参
加
し
、
市
内
の
幼
稚
園
・

小
・
中
学
校
の
給
食
に
、
定
期
的
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
JR
南
三
原
駅
の
花
壇
に
園
芸
部
の
生

徒
た
ち
が
パ
ン
ジ
ー
を
植
栽
し
、
乗
降
す
る
人
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
生
徒
が
育
て
た
大
根
や
パ
ン

ジ
ー
な
ど
を
館
山
警
察
署
な
ど
と
一
緒
に
配
布
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
で
、
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る
学
校
を
作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

安
房
拓
心
高
等
学
校

　
　

☎
47
―
２
５
５
１

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
3
月
号

平
成
26
年
3
月
13
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

情
報
推
進
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
６

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

〜
千
葉
県
立

安
房
拓
心
高
等
学
校
〜

校
長　

井
上
暁　

生
徒
数
４
６
７
人

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

交通事故防止キャンペーンの様子


